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明治４年（1871）春の揮毫。静岡藩少参事・
軍事掛として沼津兵学校の管理部門を統括し
た藤沢次謙は、梅南と号した画人でもあり、
幕末に趣味で洋画を学んだことでも知られる。
榊綽（篁邨）・河鍋暁斎とともに渡部温訳『通
俗伊蘇普物語』の挿図を描いた。



兵
学
校
の
規
則
書
「
徳
川
家
兵
学
校
掟
書
」
の
第
七
六

条
に
は
、「
毎
日
曜
日
は
諸
学
休
日
之
事
」
と
あ
る
。
生
徒

に
と
っ
て
も
教
師
に
と
っ
て
も
休
み
は
嬉
し
い
も
の
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
一
月
二
三
日
、

沼
津
陸
軍
医
学
所
（
後
の
沼
津
病
院
）
御
用
重
立
取
扱
の

任
に
あ
っ
た
林
洞
海
の
日
記
に
は
、「
今
日
ソ
ン
デ
な
り
」

と
あ
り
、
サ
ン
デ
ー
（
日
曜
日
）
に
千
本
浜
へ
行
き
、
親

戚
で
あ
る
赤
松
則
良
・
西
周
一
家
と
地
引
網
を
楽
し
ん
だ

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
拙
稿
「
静
岡
藩
の
医
療
と
医
学

教
育
―
林
洞
海
「
慶
応
戊
辰
駿
行
日
記
」
の
紹
介
を
兼
ね

て
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
五
三
集
）。

野
外
で
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
余
暇
の
楽
し
み
方
の
定

番
だ
っ
た
ろ
う
。
沼
津
で
の
林
の
日
記
に
は
、「
海
辺
」「
郊

外
」
な
ど
へ
の
散
歩
の
記
述
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
兵

学
校
の
生
徒
の
中
に
は
、
操
練
用
に
貸
与
さ
れ
た
ゲ
ベ
ー

ル
銃
を
携
え
、「
屡
々
郊
外
ニ
出
猟
」
す
る
者
も
あ
っ
た
ら

し
い
（
拙
稿
「
荒
川
重
平
回
想
録
―
昭
和
か
ら
振
り
返
る

旧
幕
臣
の
幕
末
・
明
治
―
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究

報
告
』
第
一
三
六
集
）。
狩
猟
は
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

の
意
味
で
は
な
く
、
食
料
を
調
達
す
る
目
的
も
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
一
月
、
沼
津

勤
番
組
で
は
人
家
・
往
来
か
ら
一
〇
丁
以
内
の
距
離
で
は

み
だ
り
に
発
砲
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
布
達
を
発
し
、「
遊

猟
」
の
規
制
を
行
っ
た
（『
山
中
庄
治
日
記
』）。

福
井
藩
か
ら
沼
津
兵
学
校
に
留
学
し
て
い
た
斎
藤
修
一

郎
は
、
明
治
三
年
夏
、
や
は
り
沼
津
に
滞
在
し
て
い
た
山

口
藩
士
ら
と
と
も
に
富
士
登
山
を
敢
行
し
、
頂
上
か
ら
英

気
を
養
っ
た
と
い
う
（『
斎
藤
修
一
郎
先
生
懐
旧
談
』）。
他

藩
出
身
者
の
ほ
う
が
江
戸
か
ら
移
住
し
た
者
よ
り
も
、
富

士
山
へ
の
憧
れ
が
強
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
沼
津
の
町
中
に
も
娯
楽
施
設
は
あ
り
、
当
時
、

芝
居
小
屋
が
二
軒
、
寄
席
が
二
、
三
軒
あ
っ
た
ほ
か
、
浅

間
神
社
の
境
内
に
は
楊
弓
場
が
あ
り
、
繁
昌
し
て
い
た
と

さ
れ
る
（
岡
本
昆
石
「
予
が
英
学
修
業
の
道
中
」『
同
方
会

誌
』
49
）。

と
こ
ろ
で
、
先
述
し
た
「
掟
書
」
第
七
六
条
で
は
、
夏

土
用
中
に
も
休
業
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
夏
休

み
で
あ
る
。
第
四
五
条
に
は
、
教
授
た
ち
に
対
し
、
土
用

休
業
中
は
頭
取
に
届
け
出
れ
ば
、
領
内
で
あ
れ
ば
「
旅
行
」

し
て
も
よ
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
旅
行
の
目
的
は
、
必

ず
し
も
娯
楽
に
限
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
許
可
を
得
る
ま
で
も
な
く
、
届
さ
え
す
れ
ば
自
由
に

移
動
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

沼
津
兵
学
校
の
教
授
た
ち
の
小
旅
行
の
例
と
し
て
は
、
明

治
二
年
六
月
一
五
日
か
ら
二
五
日
ま
で
、
頭
取
西
周
が
塚

本
明
毅
と
同
道
し
て
熱
海
に
滞
在
し
た
例
が
あ
る
（
川
崎

勝
「
西
升
子
日
記
」『
南
山
経
済
研
究
』
第
一
四
巻
第
一
・

二
号
）。
領
内
で
は
な
い
の
で
許
可
は
必
要
だ
っ
た
ろ
う
。

塚
本
は
西
か
ら
頭
取
の
職
を
継
い
だ
後
、
四
年
（
一
八
七

一
）
三
月
に
も
修
善
寺
へ
の
湯
治
に
赴
い
た
。
同
行
者
は

渡
部
温
（
一
等
教
授
方
）、
石
橋
好
一
（
二
等
教
授
方
並
）、

中
根
淑
（
同
前
）、
江
原
素
六
（
少
参
事
・
軍
事
掛
）
ら
で

あ
っ
た
。
沼
津
を
発
っ
た
彼
ら
は
、
香
貫
山
の
下
か
ら
狩

野
川
沿
い
に
南
下
し
、
古
奈
温
泉
に
一
泊
し
た
。
翌
日
は

田
園
地
帯
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
、
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
桜

の
花
を
愛
で
な
が
ら
進
ん
だ
。
渡
部
は
若
い
頃
に
下
田
に

滞
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
地
理
に
詳
し
い
と
言
い
、
自
ら

先
導
役
を
つ
と
め
た
が
、
途
中
農
夫
に
道
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
道
を
大
き
く
間
違
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
よ

う
や
く
宿
に
着
き
、
湯
に
つ
か
っ
た
後
、
宴
会
に
な
っ
た

が
、
渡
部
に
は
道
を
迷
っ
た
罰
と
し
て
生
き
た
ま
ま
の
ニ

ワ
ト
リ
が
供
さ
れ
た
。
そ
れ
を
見
た
皆
は
大
笑
い
し
た
。
帰

り
道
は
、
往
路
と
は
別
の
コ
ー
ス
を
選
び
、
北
進
し
て
海

に
出
て
、
船
を
雇
っ
て
沼
津
城
下
に
帰
着
し
た
。
風
も
な

く
波
も
静
か
だ
っ
た
。
こ
の
二
日
半
に
わ
た
っ
た
十
余
里

の
小
旅
行
は
、
後
々
ま
で
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ

た
よ
う
で
、
中
根
は
そ
の
顛
末
を
漢
文
に
書
き
残
し
た（『
香

亭
雅
談
』
上
、
一
八
八
六
年
）。

教
授
た
ち
の
和
気
あ
い
あ
い
ぶ
り
は
、
以
下
の
よ
う
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
表
れ
て
い
る
。
幕
府
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学

生
だ
っ
た
兵
学
校
一
等
教
授
方
赤
松
則
良
は
、
ト
ラ
ン
プ

を
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
同
僚
た
ち
と
ト

ラ
ン
プ
遊
び
に
興
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
侍
た
る
者
が
賭
博

の
真
似
を
す
る
」
と
は
何
事
か
と
、
校
内
で
そ
れ
を
目
撃

し
た
生
徒
た
ち
か
ら
指
弾
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
教
授
ら
は

そ
れ
を
恥
じ
、
当
局
に
進
退
届
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
閉

シ
リ
ー
ズ
　
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材 
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藤沢次謙肖像画
（藤澤裕武氏寄贈）

写真をもとに描かれたもので、ペルー
の画家の手になるという。



門
一
週
間
の
処
分
が
下
さ
れ
た
と
い
う
（『
江
原
素
六
先
生

伝
』
下
篇
講
演
・
六
六
頁
）。
一
六
世
紀
に
伝
来
し
た
西
洋

カ
ル
タ
は
、
江
戸
時
代
に
は
賭
け
事
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

赤
松
の
オ
ラ
ン
ダ
土
産
に
は
、
自
転
車
も
あ
っ
た
と
い

う
。
江
原
素
六
の
談
に
よ
れ
ば
、
乗
っ
て
み
ろ
と
言
わ
れ

た
も
の
の
、
足
が
届
か
ず
、
し
か
た
な
く
高
下
駄
を
は
い

て
乗
っ
た
と
の
こ
と
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
赤
松
則
良

一
周
忌
挨
拶
」）。
た
だ
し
、
こ
れ
は
維
新
前
の
こ
と
、
つ

ま
り
江
戸
で
の
出
来
事
だ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
も
そ
も
真

偽
の
ほ
ど
も
不
明
で
あ
る
。

沼
津
兵
学
校
関
係
人
物
た
ち
の
、
公
務
か
ら
離
れ
た
と

こ
ろ
で
の
趣
味
や
遊
び
と
し
て
は
、
漢
詩
・
書
画
な
ど
の

同
好
会
的
活
動
が
あ
る
。
現
存
す
る
「
書
画
俳
煎
茶
発
会
」

の
刷
物
（『
近
世
近
代
ぬ
ま
づ
の
俳
人
た
ち
』
所
載
）
か
ら

は
、
篁
邨
（
榊
綽
、
兵
学
校
三
等
教
授
並
）、
蕙
崖
（
吉
田

信
孝
、
軍
事
掛
附
出
役
）、
高
畠
藍
泉
（
三
代
柳
亭
種
彦
、

兵
学
校
御
馬
方
高
畠
友
吉
の
兄
）
ら
沼
津
移
住
旧
幕
臣
が
、

地
元
平
民
の
文
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
三
島
宿
に
お
い
て

会
を
催
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
榊
も
吉
田
も
兵
学
校
で
は

画
学
を
担
当
し
、
絵
画
を
得
意
と
し
て
い
た
。
や
は
り
同

じ
頃
開
催
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
沼
津
宿
の
旅
籠
元
問
屋

（
荻
生
家
）
を
会
場
と
し
た
「
書
画
小
集
」
の
手
書
き
チ
ラ

シ
に
は
、
補
助
者
の
中
に
藍
泉
・
篁
邨
・
蕙
崖
・
菱
湾
（
有

坂
銓
吉
）
の
名
が
あ
る
。
有
坂
は
沼
津
郡
政
方
並
を
つ
と

め
た
人
で
、
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
。
高
畠
は
明
治
三
年

閏
一
〇
月
に
来
沼
し
、
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
に
は
上

京
し
て
い
る
。
一
方
、
三
年
一
〇
月
一
三
日
に
「
本
町
於

元
問
屋
書
画
会
有
之
」（『
元
八
王
子
千
人
頭
志
村
貞
廉
日

記
一
』）
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
高
畠
の
来
沼
時
期
と
は
合

わ
な
い
が
、
チ
ラ
シ
は
こ
の
時
の
も
の
か
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
人
々
が
交
流
し
趣
味
を
楽
し
ん
だ
一
例
で
あ
る
。

�

（
樋
口
雄
彦
）

昨
年
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
、
新
幹
線
新
富
士
駅
の
近

く
に
佐
野
鼎
先
生
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
進
学
校
と
し

て
知
ら
れ
る
東
京
の
私
学
・
開
成
学
園
（
中
学
校
・
高
等

学
校
）
の
前
身
・
共
立
学
校
の
創
立
者
で
あ
る
佐
野
鼎
（
一

八
三
一
～
七
七
）
は
、
駿
河
国
富
士
郡
水
戸
島
村
（
現
富

士
市
）
の
生
ま
れ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
郷
士
の
子
だ
っ

た
佐
野
は
幕
末
に
砲
術
を
学
び
、
加
賀
藩
に
召
し
抱
え
ら

れ
た
ほ
か
、
幕
府
の
遣
米
・
遣
欧
使
節
団
に
も
加
わ
り
、
同

藩
の
軍
制
改
革
を
担
っ
た
。
維
新
後
は
明
治
政
府
に
出
仕

し
た
も
の
の
、
野
に
下
り
私
立
学
校
を
開
設
す
る
に
至
っ

た
。
実
は
、
富
士
市
の
隣
町
で
あ
る
沼
津
市
も
、
共
立
学

校
や
佐
野
と
は
浅
か
ら
ぬ
由
縁
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て

み
た
い
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
一
一
月
に
東
京
府
に
出
さ
れ

た
共
立
学
校
の
明
細
書
に
は
、
設
立
有
志
一
九
名
と
し
て
、

佐
野
自
身
の
ほ
か
、
彼
が
仕
え
た
旧
主
で
あ
る
元
金
沢
藩

主
前
田
慶
寧
を
は
じ
め
、
大
倉
喜
八
郎
・
西
村
勝
三
ら
の

名
前
が
並
ん
で
い
る
が
（『
東
京
府
開
学
明
細
書
』
第
四

巻
）、
そ
の
中
の
一
人
、「
神
田
信
三
郎
」
な
る
人
物
は
沼

津
藩
に
関
係
が
あ
っ
た
。
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
撮

影
の
、
旧
沼
津
藩
主
・
子
爵
水
野
忠
敬
と
そ
の
旧
臣
深
沢

雄
甫
・
三
浦
徹
・
庵
地
保
・
松
村
誠
ら
全
六
名
が
写
っ
た

写
真
に
、「
神
田
信
三
郎
」
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（
沼
津
市
明
治
史
料
館
編
・
刊
『
沼
津
藩
の
人
材
』）。
沼
津

藩
士
に
神
田
姓
の
家
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
明

治
期
の
名
簿
に
信
三
郎
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
信

三
郎
が
旧
藩
士
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
写
真
の

存
在
は
沼
津
藩
関
係
者
た
ち
と
ご
く
近
い
立
場
に
い
た
ら

し
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
先
述
の
明
細
書
に
は
、
神

田
が
「
第
一
大
区
小
十
三
区
」
に
借
地
し
て
い
る
と
さ
れ

て
い
た
が
、
同
じ
頃
、
水
野
忠
敬
邸
が
あ
っ
た
の
も
同
区

矢
ノ
倉
町
（
現
東
京
都
中
央
区
東
日
本
橋
）
で
あ
っ
た
。

沼
津
藩
士
出
身
で
、
明
治
期
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

牧
師
に
な
っ
た
三
浦
徹
（
一
八
五
〇
～
一
九
二
五
）
は
、
共

立
学
校
で
イ
ギ
リ
ス
人
お
雇
い
教
師
フ
リ
ー
ム
に
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
四
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
師
事
し
た
（『
東

京
教
育
史
資
料
大
系
』
第
二
巻
・
第
三
巻
）。
そ
の
三
浦
の

回
想
録
に
は
、
フ
リ
ー
ム
が
日
本
人
女
性
北
川
静
子
と
結

婚
し
た
際
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
三
浦
「
恥
か
記
」

『
明
治
学
院
史
資
料
集
』
第
八
集
）。
静
子
は
元
彦
根
藩
士

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描 
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佐野鼎先生顕彰碑
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三浦徹
（『明治肖像録』所載）



の
官
僚
北
川
泰
明
（
旧
名
徳
之
允
）
の
娘
だ
っ
た
が
（
国

立
公
文
書
館
所
蔵
文
書
な
ど
）、
記
憶
違
い
な
の
か
、
三
浦

は
北
川
の
旧
名
を
「
清
左
衛
門
」
と
し
て
い
る
ほ
か
、
小

石
川
で
唐
物
店
を
営
ん
だ
と
す
る
。「
其
女
静
子
を
共
立
学

校
に
入
れ
教
師
フ
リ
ー
ム
氏
は
い
た
く
静
子
を
愛
し
遂
に

婚
儀
の
約
な
り
明
治
六
年
六
月
二
十
八
日
共
立
学
校
の
教

員
深
沢
要
橘
氏
生
徒
神
田
信
三
郎
氏
及
び
余
の
三
人
は
其

証
人
と
し
て
其
婚
席
に
立
合
た
る
こ
と
あ
り
き
」
と
い
う

の
が
三
浦
の
記
述
で
あ
る
。
神
田
は
共
立
学
校
の
生
徒
だ
っ

た
と
い
う
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
沼
津
藩
出
身
だ
っ
た
か

否
か
ま
で
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

フ
リ
ー
ム
の
婚
儀
に
も
参
加
し
た
ら
し
い
が
、
沼
津
藩

と
の
関
り
で
い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
創
立
時
以
来
、
共

立
学
校
（
後
に
東
京
開
成
中
学
校
）
で
長
く
英
語
教
師
を

つ
と
め
た
深
沢
要
橘
（
温
尭
、
一
八
四
七
～
一
九
一
四
）
の

存
在
が
あ
る
。
沼
津
藩
医
深
沢
雄
甫
の
養
子
で
、
杉
田
玄

端
に
師
事
し
た
ほ
か
、
開
成
所
で
英
学
を
学
び
、
大
学
南

校
で
教
え
た
人
だ
っ
た
（『
東
京
教
育
史
資
料
大
系
』
第
一

巻
・
第
三
巻
）。
一
時
は
校
長
を
つ
と
め
た
ら
し
く
、
彼
が

同
校
で
占
め
た
位
置
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、『
東
京
開
成

中
学
校
校
史
資
料
』（
一
九
三
六
年
）
や
東
京
都
公
文
書
館

に
保
存
さ
れ
る
各
種
学
校
関
係
文
書
の
数
々
が
参
考
に
な

ろ
う
。
な
お
、
佐
野
を
主
人
公
に
し
た
小
説
、
柳
原
三
佳

『
開
成
を
つ
く
っ
た
男
、
佐
野
鼎
』（
二
〇
一
八
年
、
講
談

社
）
は
、
深
沢
を
金
沢
藩
の
藩
校
壮
猶
館
の
教
授
だ
っ
た

と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
史
実
で
は
な
い
。
写
真
専
門
誌

『
写
真
新
報
』
の
発
行
者
に
な
る
な
ど
、
深
沢
は
写
真
史
に

も
名
前
を
残
し
た
。

さ
ら
に
見
落
と
せ
な
い
点
と
し
て
、
旧
沼
津
（
菊
間
）
藩

主
で
あ
る
子
爵
水
野
忠
敬
（
一
八
五
一
～
一
九
〇
七
）
が
、

共
立
学
校
の
生
徒
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
も
あ
る
。
前

掲
『
東
京
開
成
中
学
校
校
史
資
料
』
に
、
同
校
に
在
学
し

た
華
族
と
し
て
、
公
爵
徳
大
寺
公
弘
・
子
爵
大
河
内
輝
・
男

爵
前
田
利
武
ら
と
と
も
に
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
旧
主
に
共
立
学
校
で
学
ぶ
こ
と
を
勧
め
た
の
は

深
沢
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
父
が
家
令
を
つ
と
め

た
と
い
う
関
係
か
ら
三
浦
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

少
し
時
期
が
下
る
が
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に

九
州
か
ら
上
京
し
、
共
立
学
校
に
入
学
し
た
堺
利
彦
は
、

「
共
立
学
校
の
先
生
に
は
大
学
の
学
生
が
多
か
つ
た
。（
中

略
）
柿
崎
さ
ん
と
い
ふ
先
生
が
、
寒
く
な
つ
て
か
ら
も
夏

服
の
金
ボ
タ
ン
で
や
つ
て
来
る
の
が
、
又
一
つ
の
評
判
だ

つ
た
。
そ
れ
が
多
分
、
大
阪
で
有
名
な
弁
護
士
に
な
つ
て

る
人
だ
ら
う
と
思
ふ
」（『
堺
利
彦
伝
』、
一
九
二
六
年
、
改

造
社
）
と
自
伝
に
書
い
て
い
る
が
、
こ
の
柿
崎
と
は
、
沼

津
藩
士
の
子
で
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
判
事
・
弁
護

士
と
な
り
、
後
に
大
阪
弁
護
士
会
会
長
・
大
阪
府
会
議
員
・

関
西
大
学
専
務
理
事
な
ど
を
つ
と
め
た
柿
崎
欽
吾
（
一
八

六
三
～
一
九
二
四
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
深
沢
が
学
生
時

代
の
柿
崎
を
講
師
に
招
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
は
い
え
、
深
沢
・
三
浦
た
ち
と
佐
野
鼎
と
の
人
間
関

係
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
で
あ
る
沼
津
と
富
士
郡
と
の

地
理
的
関
係
が
前
提
に
な
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。
富
士
郡
に
も
沼
津
藩
領
が
あ
っ
た
が
、
水
戸

島
村
は
違
う
。
徹
の
父
三
浦
千
尋
は
江
川
坦
庵
の
下
で
高

島
流
砲
術
を
学
ん
だ
高
弟
だ
っ
た
が
、
同
じ
高
島
流
で
も

佐
野
は
下
曽
根
信
敦
門
下
で
あ
り
、
別
系
統
に
属
し
た
。
佐

野
と
深
沢
が
洋
学
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
も
推
測

可
能
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
沼
津
藩
の
人
脈
と
佐
野
鼎

を
つ
な
ぐ
決
定
的
な
接
点
は
見
出
せ
て
い
な
い
。

�

（
樋
口
雄
彦
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史料館からのお知らせ

臨時休館のお知らせ
令和４年２月１日（火）から
10日（木）まで、休館します。 郷

土
の
偉
人
江
原
素
六
の
没
後
一
〇
〇
周
年

を
記
念
す
る
企
画
展
で
す
。
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

令和３年度第２回企画展
令和４年２月11日（金）から開催します。

深沢要橘
（深澤滋氏所蔵）

水野忠敬
（旧沼津藩士尾崎家資料・
当館蔵）


